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タ
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日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
井
県
連
合
会
会
長
賞
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一

第
五
六
回　

福
井
県
勤
労
者
美
術
展
入
賞
者
名

〔
絵　

画
〕
吉
田　

彰
・
勝
田　

輝
雄
・
三
田　

松
一
郎
・
清
水　

純
一
郎

〔
書　

道
〕
西
山　

隆
崖
・
吉
川　

壽
一
・
法
水　

越
仙
・
幸
光　

八
州

〔
写　

真
〕
柳
澤　

一
郎
・
武
藤　

茂
樹
・
髙
田　

義
久

審
査
員

【絵画の部】
厚生労働大臣賞　帰山真佐子

【書道の部】
厚生労働大臣賞　川端由紀子

【写真の部】
厚生労働大臣賞　牛若忠雄

【写真の部】
福井県知事賞　田中　孝

【絵画の部】
福井県知事賞　山本かよ子

【
書
道
の
部
】

福
井
県
知
事
賞　

岩
佐
成
子

　

昨
年
二
〇
〇
六
年
は
、

労
働
者
福
祉
運
動
に
と
っ

て
は
、
機
転
に
な
る
一
年

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
ク
レ
・
サ
ラ
問
題
に

つ
い
て
は
、
連
合
や
労
福

協
・
福
祉
事
業
団
体
と
の

連
携
ば
か
り
で
な
く
、
法

曹
界
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

社
会
運
動
に
昇
華
さ
せ
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
の
労
働
者
福

祉
運
動
の
あ
り
方
の
道
筋

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
は
「
ホ
ワ

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
」
な
ど
、
我
々
生

活
者
の
環
境
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
こ
そ
「
暮
ら
し
に
か

か
わ
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

の
体
制
作
り
を
進
め
る
必

要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

連
合
や
各
福
祉
事
業
団
体

と
の
「
協
働
」
に
よ
る
生

活
者
支
援
に
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〔
絵
画
の
部
〕

　

県
美
展
開
催
直
後
の
会

期
の
為
か
、
出
品
数
は
一

七
点
減
少
し
た
が
、
内
容

は
充
実
し
て
力
作
が
多
く
、

見
ご
た
え
の
あ
る
会
場
と

な
っ
た
。

（
評
・
清
水
純
一
郎
）

〔
書
道
の
部
〕

　

勤
労
者
の
方
々
を
主
体

に
主
婦
や
退
職
者
の
方
々

な
ど
年
々
作
品
応
募
が
増

え
続
け
て
い
る
。
漢
字
、

仮
名
、
臨
書
、
前
衛
と
部

門
も
多
様
と
な
り
、
関
心

が
ま
た
上
が
り
そ
う
で
す
。

（
評
・
吉
川
壽
一
）

〔
写
真
の
部
〕

　

各
人
の
感
性
を
表
出

し
よ
う
と
す
る
作
者
の

姿
が
作
品
の
中
か
ら
う

か
が
い
知
れ
て
頼
も
し

く
感
じ
た
。
ま
た
、
三

分
の
一
が
女
性
の
作
品

で
現
代
の
写
真
活
動
の
一

面
が
み
え
、
こ
れ
か
ら
の

写
真
に
期
待
を
覚
え
ま
す
。

（
評
・
柳
澤
一
郎
）

　

平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
㈭
〜
十
二
月
三
日
㈰
の
四
日
間
、
県
立
美
術
館
に
於

い
て
、
第
五
六
回
勤
労
者
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「
あ
な
た
の
世
界

を
創
り
ま
せ
ん
か
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
絵
画
の
部
一
二
六
点
、
書
道
の
部
六
九

点
、
写
真
の
部
一
一
一
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
長
い
勤
労
者

美
術
展
の
歴
史
の
中
で
も
前
衛
書
が
最
高
賞
に
輝
い
た
こ
と
で
す
。
全
出
品
数
は
昨

年
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
が
、
審
査
員
講
評
に
も
あ
り
ま
し
た
様
に
、
一
人
一
点
と

い
う
制
約
の
中
で
一
点
集
中
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

第５６回勤労者美術展
（主催：福井県労働者福祉協議会、福井県、福井県労働者福祉基金協会）

各
部
門
の
講
評

前衛書が厚生労働大臣賞に！

全
労
済
だ
よ
り

　

十
一
月
十
日
〜
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
福

井
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
第
三
期
生
活
保

障
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

十
七
団
体
よ
り
二
八
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

①
保
障
設
計
運
動
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

②
社
会
保
障
制
度
の
基
礎
知
識

③
五
十
歳
代
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

④
損
害
保
障
の
基
礎
知
識

⑤
生
命
保
障
の
基
礎
知
識

⑥
ユ
ニ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

⑦
金
融
商
品
の
基
礎
知
識

⑧
税
金
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
修
了
者
の
方
々
へ
の

情
報
発
信
・
活
動
報
告
継
続
研
修

等
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
第
三
期

生
活
保
障
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
　

養
成
講
座
」報
告

「
第
三
期

生
活
保
障
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
　

養
成
講
座
」報
告

「
第
三
期

生
活
保
障
プ
ラ
ン
ナ
ー

　
　

養
成
講
座
」報
告
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【団体の部１位】　福井地協Ａ（県教組福井支部）

【団体の部２位】
福井地協Ｂ（福井市職員労組）

【団体の部３位】
鯖丹地協Ａ（揚原織物・マルイテキスタイル）

【個人の部１位】
武藤　貞恵
（南越地協・福井村田労組）

【個人の部２位】
門屋　梅治
（福井地協・県教組福井）

ジャッキーチェンの手形

香港の夜景

世界遺産セントポール天主堂跡

【個人の部３位】
五十子　みさ子
（鯖丹地協・揚原織物労組）

退
職
前
セ
ミ
ナ
ー

退
職
前
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　

開

　
　
　
　
　

開
催催
!!!!

退
職
前
セ
ミ
ナ
ー

退
職
前
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　

開

　
　
　
　
　

開
催催
!!!!

退
職
前
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　

開
催
!!

　

第
六
回
労
福
協
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
十
二
月
十
六
日
㈯
に
福
井
市
の
ウ
ェ
ー
ブ
40
で
地
域

協
議
会
ご
と
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
十
五
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
団
体
の
部
と
個
人
の
部
に

よ
っ
て
争
わ
れ
た
。

　

団
体
戦
で
は
福
井
地
協

Ａ（
県
教
組
福
井
支
部
）
が

一
位
、
二
位
に
は
同
じ
く

福
井
地
協
Ｂ（
福
井
市
職

員
労
組
）が
入
り
、
三
位
に

は
鯖
丹
地
協
Ａ（
揚
原
織

物
・
マ
ル
イ
テ
キ
ス
タ
イ

ル
）が
入
っ
た
。

　

個
人
の
部
で
は
、
女
性

ハ
ン
デ
ィ
を
生
か
し
て
武

藤
貞
恵
さ
ん
（
南
越
地
協
・

福
井
村
田
労
組
）
が
一
位
、

三
位
に
五
十
子
み
さ
子
さ

ん
（
鯖
丹
地
協
・
揚
原
織

物
労
組
）が
入
り
、
二
位
に

は
実
力
者
の
門
屋
梅
治
さ

ん
（
福
井
地
協
・
県
教
組

福
井
）が
入
っ
た
。

　

平
成
十

八
年
十
一

月
十
八
日

㈯
荒
谷
一

井
労
福
協

副
会
長
を

団
長
に
、
二

四
名
が
関

西
空
港
か

ら
、「
香
港

ワ
ン
ナ
イ

ト
ク
ル
ー

ズ
」
に
出
発

い
た
し
ま

し
た
。

入賞者（ハンディ込みトータル）
〔団体の部〕
　優勝…福井地協Ａ（県教組福井支部）
　　　　　　　　　　　　　　　　２１５４ピン
　２位…福井地協Ｂ（福井市職員労組）
　　　　　　　　　　　　　　　　２１４０ピン
　３位…鯖丹地協Ａ（揚原織物・マルイテキスタイル）
　　　　　　　　　　　　　　　　２１２３ピン
　４位…南越地協Ｂ（福井村田労組）
　　　　　　　　　　　　　　　　２０２２ピン
　５位…福井地協Ｃ（ＰＥＤ労組福井支部）
　　　　　　　　　　　　　　　　１９２１ピン

〔個人の部〕
　優勝…武　藤　貞　恵（南越地協・福井村田労組）
　　　　　　　　　　　　　　　　　６１５ピン
　２位…門　屋　梅　治（福井地協・県教組福井）
　　　　　　　　　　　　　　　　　５９５ピン
　３位…五十子　みさ子（鯖丹地協・揚原織物）
　　　　　　　　　　　　　　　　　５８７ピン

労 福 協
ボウリング団体優勝は福井地協Ａ団体優勝は福井地協Ａ

世
界
見
聞
ツ
ア
ー

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
燈
さ
れ
た
香

港
に
到
着
し
デ
ラ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
後
、

広
東
料
理
の
デ
ィ
ナ
ー
を
満
喫
。

　

二
日
目
は
マ
カ
オ
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り
の
後
、
カ
ジ
ノ

で
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

　

三
日
目
は
い
よ
い
よ
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
「
豪
華
客
船
ス
タ

ー
パ
イ
シ
ス
号
」
の
ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
。
日
本
人
は

私
達
の
グ
ル
ー
プ
し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
達
専
用

の
ク
ル
ー
が
四
・
五
名
お
り
ベ
ス
ト
な
サ
ー
ビ
ス
で
し

た
。
夕
食
は
バ
イ
キ
ン
グ
で
し
た
が
、
品
数
が
豊
富
で
日

本
料
理
も
品
揃
え
さ
れ
満
足
で
き
る
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
ツ
ア
ー
に
参
加
い
た
だ
い
た
藤
田
康
夫
さ

ん
が
誕
生
日
と
い
う
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
と
も
ど
も
皆
さ
ん

で
お
祝
い
を
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

夕
食
後
は
カ
ジ
ノ
や
シ
ョ
ー
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い

に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
二
一
日
㈫
に
は
全
員
無
事
福

井
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

新
築
や
購
入
な
ど
で
マ
イ

ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
り
、
自

宅
の
増
改
築
を
し
た
方
で
金

融
機
関
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
組

ん
だ
場
合
、
最
長
十
年
間
に

わ
た
っ
て
そ
の
年
の
所
得
税

額
控
除
が
受
け
ら
れ
る
『
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
』
が

あ
り
ま
す
。

　

《

ろ
う
き
ん》

で
は
、

福
井
、
敦
賀
を
は
じ
め
、
県

内
の
各
地
に
お
い
て
こ
の
手

続
き
に
つ
い
て
の
説
明
会
お

よ
び
申
告
の
受
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
『
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
』、
一
般
的
に
「
ロ

ー
ン
控
除
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
も
の
で
、
対
象
と
な
る
住

宅
・
工
事
内
容
・
借
入
金
そ

の
他
一
定
の
条
件
の
も
と
、

借
入
の
年
末
残
高
（
三
〇
〇

〇
万
円
が
限
度
）
の
〇・

五

〜
一
％
相
当
を
所
得
税
額
か

ら
控
除
す
る
も
の
。（
い
わ

ゆ
る
、
払
っ
た
所
得
税
の
一

部
が
戻
っ
て
く
る
）

　

昨
年
（
平
成
十
八
年
）
中

に
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て

住
宅
取
得
や
増
改
築
し
た
方

　

平
成
十
八
年
十
一
月
二
六
日
㈰
、
午
前
中
は
敦
賀
市
の
サ
ン
ピ
ア
敦
賀

で
六
三
名
の
参
加
者
の
も
と
、
午
後
に
は
ユ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ザ
福
井
で
六
〇

名
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
会
場
も
青
垣
智
則
社
会
保
険
労
務
士
を
メ
ー
ン
講
師
に
、
年

金
、
健
康
保
険
、
雇
用
保
険
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了

後
も
個
別
面
談
対
応
が
あ
り
、
具
体
的
で
親
切
て
い
ね
い
な
セ
ミ
ナ
ー
だ

っ
た
と
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
九
年
度
の
福
井
県
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
十
一
月
九
日
㈭
、
福
井
県
職
員
会
館
に
於
い

て
、
福
祉
事
業
団
体
代
表
者
と
知
事
と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
「
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置
」
に
か
か
る
要
請
を
中
心
に
、
労
金
・
労
済
・
県
民
生
協
そ
れ
ぞ
れ
の
要
請

も
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
建
設
的
な
意
見
の
交
換
が
活
発
に
さ
れ
ま
し
た
。

香
港
ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

香
港
ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ

が
こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め

に
は
、
ま
ず
初
年
度
に
所
轄

の
税
務
署
に
確
定
申
告
を
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
場
合
で
あ
れ

ば
、
あ
と
は
勤
務
先
な
ど
の

年
末
調
整
に
て
還
付
の
手
続

き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

《

ろ
う
き
ん》

で
は
、

毎
年
税
理
士
会
・
税
務
署
と

共
同
で
還
付
申
告
手
続
き
の

説
明
会
と
書
類
の
受
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
二
月
に
入
り
、
県

内
各
地
域
に
お
い
て
労
金
住

宅
ロ
ー
ン
や
住
宅
公
庫
を
利

用
い
た
だ
い
た
方
を
対
象
と

し
て
開
催
の
案
内
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
説
明
会
は
、
制
度
の

理
解
を
し
な
が
ら
、
そ
の
場

で
申
告
の
手
続
き
が
で
き
る

と
の
こ
と
で
い
つ
も
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

申
告
手
続
き
が
必
要
な
方

は
、
借
入
を
ご
利
用
に
な
っ

た
ろ
う
き
ん
営
業
店
で
開
催

日
時
や
会
場
等
に
つ
い
て
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

《
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
》

　

ま
た
、
そ
の
際
に
は
手
続
き
に

必
要
な
書
類
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
も

お
忘
れ
な
く
。

特
別
控
除
で
税
金
が

　
　
　

戻
る
！

税
務
署
な
ど
と

　
　
共
同
で
還
付
の

手
続
き
を
お
手
伝
い

●所得税額から控除される金額
①　入居した年から 7年目の年までの
　　各年の控除額
　・住宅借入金の年末残高の合計額
　　（3,000 万円が限度）×１％
②　入居後 8年目から 10年目の
　　各年の控除額
　・住宅借入金の年末残高の合計額
　　（3,000 万円が限度）×0.5％

◆住宅借入金等特別控除説明会開催予定
地　域
坂　井
奥　越
丹　南
福　井
敦　賀
小　浜

開催日
2007 年 2月1日㈭
2007 年 2月2日㈮
2007 年 2月6日㈫
2007 年 2月7日㈬
2007 年 2月7日㈬
2007 年 2月9日㈮

　　　会　場
金津社会福祉センター
大野有終会館
武生商工会議所
福井県自治会館
あいあいプラザ
小浜勤労福祉会館 【ろうきん】

〔
意
見
交
換
会
出
席
者
〕

西
川　

一
誠

小
竹　

正
雄

森
近　

悦
治

梅
田　

岩
男

出
蔵
加
津
代

平
井　

芳
和

（
福
井
県
知
事
）

（
福
井
県
産
業
労
働
部
企
画
幹
）

（
福
井
県
総
務
部
県
民
サ
ー
ビ
ス
室
長
）

（
福
井
県
産
業
労
働
部
労
働
政
策
課
長
）

（
福
井
県
産
業
労
働
部
労
働
政
策
課
雇
用
創
出
推
進
室
長
）

（
福
井
県
産
業
労
働
部
労
働
政
策
課
主
任
）

〔
労
働
者
福
祉
協
議
会
〕

馬
場　

修
一
会
長

吉
田　

哲
夫
副
会
長

川
﨑　

周
市
副
会
長

荒
谷　

一
井
副
会
長

毛
利　

利
夫
副
会
長

宮
崎　

伸
介
副
会
長

峯
田　

則
雄
幹
事

田
中　
　

一
幹
事

佐
々
木　

哲
男
幹
事

檜
原　

弘
樹

　
　
〔
藤
川
幹
事
の
代
理
〕 （

北
陸
労
金
福
井
県
本
部
長
）

（
全
労
済
福
井
県
本
部
理
事
長
）

（
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
福
井
県
支
部
長
）

（
福
井
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
専
務
理
事
）

（
福
井
県
勤
労
者
旅
行
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

（
福
井
県
勤
労
者
住
宅
協
会
理
事
長
）

（
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
常
勤
理
事
）

ライフサポートセンター設置
を中心に知事要請！！

説
明
会
・
還
付
申
告
受
付
を
開
催
し
ま
す

※時刻については各地域主催営業店にお問い合わせください。


